
 

 

 長かったようで短かった１学期が終わり、

いよいよ夏休みが始まります。子どもたちに

とって、かけがえのない体験ができる期間に

なるといいなと願っています。 

 夏休みというと、私は「自由研究」がパっと

頭に浮かびます。昨年も書きましたが、自由研

究こそ究極の探究学習と考え、子どもたちが

どんなことに興味をもち、どんな方法で調べ

たりまとめたりするのか、とても楽しみにし

ています。子どもたちの感性を揺さぶったり、

やる気を引き出したり等、お家の方のサポー

トをぜひお願いいたします。 

 さて、表題の「途中経過」ですが、先日児童・

保護者の皆さんにご協力いただいたアンケー

トの集計結果は、本校のホームページに載せ

てあります。それを「テキストマイニング」と

いう手法で、どんなキーワードが多く出され

ていたかを表してみました。 

 

【保護者】「どんな子どもに育ってほしい？」 

 
 保護者の願いとしては、「思いやり」「優しい」

「自立」「明るい」等が目立っています。 

 

【児童】「どんな人に育っていたい？」 

 

 

 

 児童の想いとしては、「優しい」「思いやり」

「勉強」「下級生」「引っ張る」「文武両道」等

が目立ちました。 

 

【家族】「どんな学校だったら嬉しいですか？」 

 ご家族の願いとしては、安心して「過ごせる」

「通える」「学べる」「一人一人」「生かす」「個

性尊重」等が目立ちました。 

 

 これらの結果を受けて、５・７月に教職員熟

議を行いました。また７月２２日には地域の

代表であるＣＳ委員の皆さんと教職員の熟議

を行います。そして９月１０日の土曜授業で

は、６年生児童とその保護者、教職員、ＣＳ委

員に加えて、教育委員会の職員の方々にも参

加していただき、「みんなのしあわせ」や「自

分たちの未来」等をテーマに熟議を開催する

予定です。 

 これらの話し合いを重ねることで、杉三小

の目指すこれからの教育につながるヒントが、

きっと見えてくるのではないかと期待してい

ます。またこれらの機会を通して、杉三小に関

わる一人ひとりが自分事としてこれからの教

育、これからの杉三小について、少しでも考え

ていただく機会になるといいなと考えていま

す。 

 半年後、みんなの想いが形になった教育目

標ができることを期待しつつ、結果だけにこ

だわらず、創り上げる過程を大事にしながら

進めていきます。何かご意見やアイディアが

浮かんだ方は、ぜひ学校にご一報をいただけ

ると幸いです。よろしくお願いいたします。 

学校教育目標を新しくしよう…途中経過！ 
校長  森賀 慎一 
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★今年度は「創立１３０周年」です 

 


